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N
O.459

元
田　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○150

竹（
稲〈
い
ね
〉科
）

　

多
く
が
中
国
原
産
で
す
。
世
界
に
は
約
６
０
０
種
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、「
孟
宗
竹（
も
う
そ
う
ち
く
）」「
黒
竹（
く
ろ
ち
く
）」「
真
竹（
ま
だ
け
）」「
唐
竹（
と

う
ち
く
）」「
業
平
竹（
な
り
ひ
ら
だ
け
）」「
布
袋
竹（
ほ
て
い
ち
く
）」な
ど
い
ろ
い
ろ
り
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
は
、
生
長
が
早
い
こ
と
か
ら「
長
生
う（
た
け
お
う
）」や「
高
生
え（
た
か
は
え
）」

の
名
前
か
ら
、し
だ
い
に「
た
け
」に
略
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
言
葉
：「
節
操
」「
節
度
」

山の幸館

N
O.459
N
O.459

広
報

広
報

「
蕾
か
ら
花
へ
と
…
」

平
成
2
2
年
３
月
1
0
日
撮
影

つ
ぼ
み

　これは、湯山温泉旅館組合の方々が桜祭りに向け飾られ

たものです。

　昔懐かしい、土雛の他に手作りの雛人形も飾られました。

湯山「石倉」に飾られた奇麗な雛人形
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平
成
二
十
二
年
第
二
回
臨
時
会
が
、
二
月

十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

今
回
の
議
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
一
件
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
補

正
予
算
二
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
契　

約

○
本
野
地
区
大
平
用
水
路
改
修
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更

■
予　

算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書
（
議
会
運
営
委
員

会
）

○
継
続
審
査
申
出
書
（
地
域
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
）

　

平
成
二
十
二
年
第
一
回
定
例
会
が
、
三
月

九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
五
件
、
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
補
正
予

算
八
件
、
平
成
二
十
二
年
度
各
会
計
当
初
予

算
九
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た

結
果
、
全
議
案
二
十
二
件
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
四
人
の
議
員
が
登

壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

■
条
例
等

○
水
上
村
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

○
簡
易
給
水
施
設
設
置
工
事
受
益
者
負
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

○
高
澄
地
区
簡
易
給
水
施
設
改
良
工
事
に

係
る
受
益
者
負
担
金
額
の
決
定
に
つ
い

て
○
県
境
に
わ
た
る
村
の
境
界
に
関
す
る
意

見
○
水
上
村
商
工
会
員
の
借
入
資
金
に
関
す

る
預
託

■
予　

算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
一
般
会
計
予

算
○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書（
議
会
運
営
委
員
会
）

○
継
続
審
査
申
出
書
（
地
域
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
）

■
一
般
質
問

◎
湯
山
幹
人
議
員

①
九
州
電
力
㈱
が
古
屋
敷
・
江
代
地
域

で
営
ん
で
い
る
小
水
力
発
電
に
関
す

る
件
に
つ
い
て

②
簡
易
水
道
事
業
関
連
に
つ
い
て

③
総
合
計
画
関
連
に
つ
い
て

　

◎
富
山
憲
治
議
員

　
　

①
特
別
会
計
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

②
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

　

◎
小
野
頼
年
議
員

①
医
療
に
対
す
る
補
助
の
あ
り
方
に
つ

い
て

　

◎
松
下
幸
郎
議
員

　
　

①
保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て

第
二
回
　
水
上
村
議
会
臨
時
会

第
一
回
　
水
上
村
議
会
定
例
会
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歳出性質別比較表 歳出款別比較表

歳入款別比較表

商工費　4.98％

平成２２年度　歳入歳出図表（一般会計）
予算総額　2,364,000千円

繰入金　0.29％
使用料手数料　1.14％

財産収入　0.33％

諸収入　1.31％
分担金負担金　0.94％

繰越金　3.35％

地方特例交付金等　0.11％
自動車取得税交付金　0.42％
地方消費税交付金　0.80％

地方譲与税　1.65％
国庫支出金　3.25％

村税
9.33％
村税
9.33％

依存財源
81.32％

自主財源
18.68％

村債
7.97％

人件費
20.08％

公債費
16.61％

総務費
12.91％

教育費
8.52％

消防費　3.66％
議会費　2.51％
予備費　0.21％

民生費
15.45％

土木費
8.26％

農林水産業費
21.23％

扶助費　4.10％

投資及び出資金貸付金
　1.04％

維持補修費　0.52％

積立金　0.70％
予備費　0.21％

公債費
16.61％

普通建設事業費
19.06％

補助費等
15.30％

繰出金
8.01％

物件費
14.47％

県支出金
16.61％

地方交付税
55.13％

衛生費　5.62％

施 政 方 針（抜粋）
　平成 22 年度当初予算総額は、前年度比 6.8％の増額。
　定例会一日目、成尾政紀村長は施政方針の中で、「大きく落ち込んだ現下の経済情勢は、国や
地方の財政を直撃し小規模町村ほどその影響は大きく、厳しい財政運営を余儀なくされている
所であります。新政権は地域主権の実現を政策の柱に掲げ地域の事は地域が決める、活気に満
ちた地域社会を創ると宣言されており、少子高齢化に伴い人口減少が進行する地域にできるだ
け活力が出ますよう、その実現に向けての政策展開に期待しております。本年度も、歳出面で
は不急なものは後に回し、節約できるものは節約し、住民福祉の向上と安心で安全な村づくり
に取り組み、健全な行財政の運営をしていきたいと考えています。」等と述べました。
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平成 22年度主な事業一覧

担当課 施策 予算額 事業内容

総 務 課

総 務 管 理 48,103 財産管理、総合行政システム費、総合行政ネットワーク費
交 通 安 全 施 設 整 備 2,410 交通安全施設整備事業、防犯外灯整備、チャイルドシート購入補助
地 方 バ ス 路 線 運 行 対 策 14,800 地方バス運行対策事業
情 報 通 信 施 設 整 備 16,806 ブロードバンド整備事業、テレビ共同受信施設改修補助、デジタルチューナー購入補助
選 挙 費 3,588 熊本県議会議員選挙費、参議院議員選挙費
消 防 費 5,300 消防施設整備事業費
公 債 費 392,605 公債費（元利償還金）

企画観光課

企 画 振 興 6,188 広報発行費、若者対策推進費、水上ツーリズム推進事業等
統 計 調 査 費 1,744 各種統計調査
商 工 振 興 費 29,631 商工会商品券発行助成、商工会助成等
観 光 費 73,471 観光推進事業、桜の里事業、観光施設管理費

税 務 課 地 籍 調 査 事 業 25,383 主に馬場地区・湯山覚井地区

住民福祉課

戸 籍 住 民 基 本 台 帳 整 備 4,765 戸籍住民基本台帳費、窓口証明書発行システム事業
社 会 福 祉 対 策 135,469 障害者自立支援事業、ひとり親家庭等支援事業、老人福祉事業等
児 童 福 祉 対 策 127,372 保育事業、児童支援費、次世代育成支援事業等
保 健 衛 生 事 業 92,136 健康診査事業、子ども医療費助成事業、環境衛生事業等
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 36,800 国民健康保険事業
老 人 保 健 特 別 会 計 1,000 老人保健事業
介 護 保 険 特 別 会 計 338,770 介護保険事業
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 31,500 後期高齢者医療事業
簡 易 水 道 特 別 会 計 44,480 簡易水道事業

経 済 課
農 業 振 興 費 35,718 水田農業構造改革対策事業、中山間地域等直接支払制度等
畜 産 振 興 費 4,110 各種品評会、畜産協会補助、家畜導入事業貸付金等
林 業 振 興 費 362,836 特定鳥獣適正管理報償費、林業構造改善事業等

建 設 課

農 林 水 産 業 施 設 整 備 7,500 農業基盤整備事業、林道維持管理事業等
道 路 橋 り ょ う 整 備 事 業 69,200 道路改良事業、道路維持修繕事業、道路舗装事業等
災 害 防 止 事 業 8,000 災害防止工事
ふるさとマイホーム推進事業 600 ふるさとマイホーム推進事業
公 営 住 宅 建 設 事 業 31,500 公営住宅建設事業
農 業 集 落 排 水 事 業 11,578 湯山地区・本野地区農業集落排水施設管理費
林 業 集 落 排 水 事 業 2,254 古屋敷地区林業集落排水施設管理費
公 共 下 水 道 施 設 整 備 事 業 15,489 下水道総務費、下水道管理費

教 育 課

事 務 局 費 5,658 就学児童対策費、外国青年招致事業
小 学 校 費 16,128 学校補助教員、教育設備等整備
中 学 校 費 7,057 体験学習助成事業、教育設備等整備
学 校 給 食 費 9,863 学校給食食材費
社 会 教 育 費 9,596 文化財保護事業、公民分館整備事業、放課後子どもプラン事業等
保 健 体 育 費 7,671 体育協会助成金、総合型スポーツクラブ補助金、マラソン大会公認コース事業等

（単位：千円）
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「下水道いろいろコンクール」でみごと優秀賞

　平成 21 年度第 49 回下水道の日（９月 10 日）に行われた「下水道いろいろコンクール」
で、岩野小学校６年生の那須将弥くんが球磨川上流流域下水道促進協議会の審査会におい
て、標語部門の優秀賞に選ばれました。
　この作品は、流域下水道にかかる水上村、湯前町、多良木町、あさぎり町、錦町の５町
村の各小中学校に作品を依頼。標語部門作品総数 44 点の中から、村内では岩野小学校の
４名がみごと受賞されました。なお、入選作品については全国審査のため（社）日本下水
道協会に送られています。
　優秀賞の作品は、下水道普及啓蒙のための「の
ぼり」に使用し、役場の玄関に設置しています。

　・標語部門　　優秀賞　　那須　将弥
　　　　　　　　「下水道  すてきな村を  築く道」

　・標語部門　　入　選　　小川　愛美
　　　　　　　　入　選　　小野　純奈
　　　　　　　　入　選　　甲斐映妃美

左から　小川愛美さん・那須将弥くん
甲斐映妃美さん・小野純奈さん

下水道への接続のお願い
　水上村は、日本三急流のひとつ球磨川の最上流に位置し、公共用水域の水質保全を一番に考えなければなら
ない村でもあります。
　より良い生活環境と、良質な水を守るために、下水道への接続をお願いします。

●下水道に接続するには
①工事費用等の負担が伴います…
各家庭資金計画を立てて接続に
ご協力下さい。
（工事内容によって費用は異な
ります。）

②接続工事は…
水上村の指定工事店でなければ工事ができません。
工事店名は役場の建設課におたずね下さい。

③使用料が伴います…
各家庭の人数によって使用料が異なります。
使用料＝（基本料金　＋　人数　×　500円）／月
たとえば、５人家族の場合は…
　＝（1,500円　＋　５人　×　500円）
　＝4,000円／月の使用料が必要です。

お問い合わせ
　水上村役場 建設課 下水道係　TEL 44-0315

地域の環境が清潔になる トイレが水洗化になる

川や海がよみがえる
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後期高齢者医療被保険者へお知らせ
平成 22・23年度の保険料率が決定しました。

熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとに保険料率の見直しをおこない、次のとおりに決定しました。

　　　保険料額（年額）＝均等割額 47,000 円＋所得割額｛（総所得金額－ 33 万円）×9.03%｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※年額 50 万円が上限です。

平成 22年度も保険料軽減は継続します。
所得が低い方や被用者保険 ※ 加入者に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されます。
※被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　所得が低い方の軽減
◆保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減世帯（被保険者と世帯主）の総所得

金額が

◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減被保険者の総所得金額が

　被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料の軽減があります。
特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日に、被用者保険加入者に扶養されていた方

平成 22年度
後期高齢者医療保険料のお支払い方法について

　後期高齢者医療の保険料は、特別徴収（年金からの差し引き）又は普通徴収（納付書又は口座振替）によ
りお支払いいただいております。
　平成 22 年度の保険料のお支払い方法については、次のとおりとなりますのでご確認ください。

平成 22 年４月より特別徴収により保険料をお支払いいただきます。
　※ 申し出により口座振替へ変更することができます。

平成 22 年４月より普通徴収により保険料をお支払いいただきます。

　また、現在普通徴収の方（年金受給額が年間 18 万円未満の方を除く）で、平成 21 年４月２日以降に 75 歳
の誕生日を迎えられた方は、次のとおり平成 22 年度途中から特別徴収となりますのでご注意ください。

（← 　次頁へつづく）

均等割額　　47,000円 所得割率　9.03％

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、
被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他
各種所得がない場合）

「基礎控除額（33 万円）」＋ 24.5 万円 × 世帯
の被保険者数（被保険者である世帯主を除く）」
を超えない世帯

基礎控除額（33 万円）」＋「35 万円 × 世帯の
被保険者数」を超えない世帯

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯

「基礎控除（33 万円）」＋ 58 万円を超えない方

⇨　保険料の均等割額を９割軽減

⇨　保険料の均等割額を８. ５割軽減

⇨　保険料の均等割額を５割軽減

⇨　保険料の均等割額を２割軽減

⇨　保険料の所得割額を５割軽減

特別徴収の方

普通徴収の方
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75 歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月
平成２１年　４月　２日　～
平成２１年１０月　１日　の間 普通徴収はありません 平成２２年４月から　　　

平成２１年１０月　２日　～
平成２１年１２月　１日　の間 平成２２年４・５月 平成２２年６月から

平成２１年１２月　２日　～
平成２２年　２月　１日　の間 平成２２年４・５・７月 平成２２年８月から

平成２２年　２月　２日　～
平成２２年　３月　２日　の間 平成２２年４・５・７．８．９月 平成２２年１０月から

平成２２年　３月　３日　～
平成２２年　３月３１日　の間 平成２２年７・８・９月 平成２２年１０月から

平成 21年度中に特別徴収から普通徴収へ変更となった方へ
　平成 22 年度は、４～９月は普通徴収となり、10 月以降は特別徴収により保険料をお支払いいただくこと
となります。

〜　特別徴収されている方へ　〜
口座振替へ変更することができます。

　後期高齢者医療保険料を特別徴収によりお支払いいただいている方また新たに特別徴収によりお支払いい
ただく方は、申し出により口座振替への支払方法の変更ができます。
　尚、既に申し出を行っている方は再度申し出の必要はありません。

所得の変更により保険料や一部負担金が変更となる場合があります。
　過去に遡って所得が変更となる場合、過去の保険料や一部負担金の額が変更となり、差額分の納付書が届
く場合があります。

医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度が始まりました。
＜高額医療・高額介護合算療養費制度＞

○　世帯内の後期高齢者医療制度の加入者の方全員が、一年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担
を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給します。

医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度が始まりました。

○　平成 20 年４月から平成 21 年７月までの 16 カ月間にかかった医療保険と介護保険の自己負担合計額が
支給対象となる被保険者の方には、申請書を送付しております。

　　申請書は、下記の窓口に申請してください。

○　ただし、次に該当する方には、申請の対象となる旨のお知らせができない場合があります。支給の対
象となるかどうかご確認いただき、具体的な手続きやご不明な点については、下記の窓口までご相談く
ださい。

　◆　平成 20 年４月から平成 21 年７月末までの間に、
　　・市町村を越える転居をした方
　　・他の医療保険制度から後期高齢者医療制度に移られた方

後期高齢者医療についての問い合わせ先
住民福祉課（４４－０３１３）
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稲作農家のみなさんへ
　　～22年産より米政策が変わります～
　平成22年産より、戸別所得補償モデル制度が始まります。２つの事業があり、
米生産への所得補償（米戸別所得補償モデル事業）と生産調整（転作・裏作）への助成（水田利活用
自給力向上事業）です。各事業の内容は以下のとおりです。
１．米戸別所得補償モデル事業
　（１）対 象 者　米の販売農家又は水稲共済加入者で生産調整達成者
　（２）交付単価　15,000円／10a（固定部分）＋（変動部分：大幅に価格が下落の場合）
　（３）対象面積　水稲作付面積から10aを控除した面積
２．水田利活用自給力向上事業
　（１）対 象 者　各作物の販売農家で生産調整達成要件はありません
　（２）交付単価　麦・大豆・飼料　35,000円/10a
　　　　　　　　　加工米・そば　　20,000円/10a
　　　　　　　　　その他作物　　　10,000円/10a
　　　　　　　　　二毛作助成　　　15,000円/10a
　　　　　　　　　（二毛作対象：麦・大豆・飼料・加工米・そば）
※　各事業への加入手続きがありますので、22年の作付計画書をまだ提出されていない方は、役場経
済課またはＪＡまで提出して下さい。

農業委員会では、皆様からのご意見を募集しています！
　募集するご意見は、平成２１年度農業委員会活動実績の評価と平成２２年度農業委員会活動計画
についてです。
　実績及び計画（案）については、お近くの農業委員・事務局へおたずねください。

出張年金相談予約制のご案内
　八代年金事務所では人吉、球磨地区のお客様への出張年金相談を開設しておりますが、お客様に会場
でお待ちいただく時間の短縮のために「年金相談の予約制」を 4 月から実施することといたしました。

4月～6月の開催予定
多良木会場

（定員６０名）
人吉会場

（定員６０名）
人吉会場

（予備日）
（定員４５名）

場所 多良木町役場 人吉総合病院 人吉総合病院
4 月 4 月 1 日 木 4 月 15 日 木 4 月 22 日 木
5 月 5 月 6 日 木 5 月 20 日 木 5 月 27 日 木
6 月 6 月 3 日 木 6 月 17 日 木 6 月 24 日 木
ご相談時間　　午前９時２０分から午後３時まで

ご予約は先着順となりますので、ご希望にそえない場
合があります。その場合は予約担当者から代替日、時間、
会場のご案内をさせていただきます。

ご予約の方法
ご相談者様の年金手帳をご準備ください

八代年金事務所　お客様相談室
出張相談予約担当までお電話下さい。
０９６５－３５－６１２３
受付時間　午前９時から午後５時まで

ご希望会場及びご希望日、ご相談内容、
ご相談者様のお名前、基礎年金番号、電
話番号をお伝え下さい。

ご予約受付番号を受け取り、メモを残し
てください。

ご親族様以外の方からの代理請求については原則としてご予約受付
を致しません。
郵送での請求が可能ですので年金事務所までお問い合わせ下さい。

注意

お問合せ先　水上村役場　経済課　Tel　４４－０３１４

お問い合わせ　水上村役場住民福祉課　TEL 44-0313

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業6565
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人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
応
用
編
）

　

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
の
で
き
る
方
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ワ
ー
ド
に
よ
る
効
率
の
よ
い
文

書
作
成
方
法
や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た

デ
ー
タ
活
用
方
法
を
学
ん
で
仕
事
の

効
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◇
講
座
内
容

ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
、
ポ
ス
タ

ー
・
宛
名
ラ
ベ
ル
作
成
等
）

エ
ク
セ
ル
（
見
積
書
作
成
、
顧
客

管
理
、
売
上
管
理
等
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
活
用

◇
期
日　

十
日
間（
七
月
三
・

十
七
・
二
十
四
日
、
八
月
七
・

二
十
一
・
二
十
八
日
、九
月
四
・

十
一
・
十
八
・
二
十
五
日
の
土
曜
日
）

◇
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時　

七
月
三
日
〜
八
月
二
十
八
日（
六

講
座
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

九
月

四
日
〜
二
十
五
日
（
四
講
座
）

◇
場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
Ｏ
Ａ
室

◇
募
集
人
員　

二
十
名

◇
募
集
期
日　

平
成
二
十
二
年
六
月

二
十
四
日
ま
で
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
）

◇
参
加
費　

一
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

四
千
円
を
含
み
ま
す
。
）

◎
申
込
時
に
納
入
又
は
、
講
座
振
替

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

職
業
訓
練
法
人

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

　

S
二
二
ー
二
六
五
六

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬

危
害
防
止
に
つ
い
て

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ

た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布

に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て

は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

お
問
い
合
せ
先　

熊
本
県
農
業

技
術
課
（
〇
九
六
ー
三
三
三
ー

二
三
八
一
）、
畜
産
課
（
〇
九
六
ー

三
三
三
ー
二
四
〇
一
）
又
は
最
寄

り
の
各
地
域
振
興
局
（
熊
本
農
政

事
務
所
）農
業
普
及
・
振
興
課
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
無
料
相
談

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。電
話
で
の
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
正
午

〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
の
午
後
一

時
〜
四
時
は
弁
護
士
に
よ
る
相
談

を
受
付
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー（
熊
本
市
辛
島
町
）

お
問
い
合
せ
先

　
（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会

　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー

Q
〇
九
六
ー
三
二
四
ー
八
七
四
〇

家
事
問
題
相
談
会

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
、
離

婚
・
Ｄ
Ｖ
問
題
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

離
婚（
離
婚
し
た
い
、
夫
婦
関
係
を

円
満
に
し
た
い
、
離
婚
に
伴
う
財
産

分
与
・
養
育
費
・
親
権
・
面
接
交
渉
権
・

年
金
分
割
）や
、
配
偶
者
や
交
際
相
手

か
ら
受
け
る
身
体
的
・
精
神
的
・
経
済

的
な
暴
力
に
関
す
る
法
的
問
題
に
つ

い
て
無
料
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

ご
予
約
は
不
要
で
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時　

平
成
二
十
二
年
四
月
十
八

日　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

●
面
接
で
の
ご
相
談　

熊
本
県
司
法

書
士
会
館
二
階
（
熊
本
市
大
江
四

丁
目
四
番
三
十
四
号
）

●
電
話
で
の
ご
相
談　

〇
九
六
ー

三
六
四
ー
〇
八
〇
〇

●
主
催　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

●
後
援　

熊
本
県
司
法
書
士
会

●
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ
先

　

司
法
書
士　

山
田
佳
代

Q
〇
九
六
ー
三
八
一
ー
八
七
七
七

銀行名　肥後銀行人吉駅前支店　普通

口座番号　１４７６０１８

口座　職
しょくぎょうくんれんほうじん

業訓練法人

　　　人
ひ と よ し く ま の う り ょ く か い は つ せ ん た ー

吉球磨能力開発センター

　　　会
かいちょう

長　田
た な か

中　信
のぶたか

孝

「二級ボイラー技士免許受験資格取得講習」及び「小規模
ボイラー取扱講習」の実施要項

◆「ボイラー技師免許」とは？
　「ボイラー技士免許」は国の試験資格です。
　ボイラー技士は工場、病院、事務所などのボイラーの取扱いに活躍しています。
　ボイラーは適切に操作を行わないと爆発・破裂する危険があります。災害が発生すると従事
している人のみならず周囲の人や一般公衆まで被害が及ぶおそれがあります。
　このため、ボイラー取扱いは就業制限業務となっており、二級ボイラー技士以上の免許を有
するものでなければ就業できません。

◆実技講習とは？
　「実技講習」は二級ボイラー技士免許試験の受験資格を取得するための講習で、法令で定め
られた講習を 20 時間以上行います。
　（社）日本ボイラ協会では定期的に開講しています。

労働安全衛生法に基づく
　　　　　　ボイラー実技講習　　　　　　　　　　　　　　小規模ボイラー取扱講習

実　施　日 開　催　地 実　施　日 開　催　地
５月22日（土）〜24日（月） 熊　本　市 ６月10日（木）〜11日（金） 熊　本　市
７月７日（水）〜９日 熊　本　市 10月14日（木）〜15日（金） 熊　本　市
10月２日（土）〜４日（月） 熊　本　市
23年１月26日（水）〜28日（金） 熊　本　市
23年３月25日（金）〜27日（日） 天　草　市

この講習を修了すれば「二級ボイラー技士国家
試験の受験資格」を取得出来ます。
お問い合せ先　熊本市大江６−２４−１３天神コーポラス
　　　　　　　社団法人日本ボイラ協会熊本支部　ＴＥＬ０９６（３６２）７７７５

この講習を修了すれば「小規模ボイラー（含・小
型ボイラー）の取扱資格」を取得出来ます。
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よろしくね！

岡本　蒼
そうま

真ちゃん（男）
（平成 22年１月８日生まれ）

水上村大字岩野
父：孝雄さん　母：朋恵さん
元気に生まれてきてありがとう。
丈夫に育っていってね。

椎葉　遥
はるか

ちゃん（女）
（平成 21年 12月 25日生まれ）

水上村大字湯山
父：敦夫さん　母：王芳さん
元気で明るい素直な子供に育って
ほしいです。早く会話が出来るよ
うになったらいいな！

自衛官 一般曹候補生・幹部候補生募集
◆応募資格
　○一般曹候補生　18歳以上27歳未満の者
　○幹部候補生
　　•一般・技術　20歳以上26歳未満の者（22歳未満の者は大学卒及び見込みを含む）

　•歯科・薬剤　専門の大卒（見込みを含む）20歳以上30歳未満の者
　　　　　　　　（薬剤は20歳以上26歳未満の者）

◆受付期間
平成20年4月1日（木）〜5月10日（月）　※締切日必着

◆試験期日
○一般曹候補生　一次　5月22日（土）
○幹部候補生
　•一般・技術　一次　5月15日（土）・16日（日）　（16日（日）は、飛行要員のみ）
　•歯科・薬剤　一次　5月15日（土）

◆問い合わせ
自衛隊熊本地方協力本部　人吉地域事務所　（℡0966-22-4704）
※県外在住の方で受験を希望される方も、人吉地域事務所に連絡をお願いします。
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

4 4 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

4 11 日 古城病院
（TEL　44-0321）

小林クリニック
（TEL　38-5670）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

4 18 日 宮原医院
（TEL　42-2082）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

やまむら医院
あさぎり町　（TEL　45-0005）

4 25 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

権頭医院
（TEL　36-0008）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

4 29 祭日
・木

渡辺医院
（TEL　42-2541）

犬童内科胃腸科医院
（TEL　45-1125）

球磨村診療所
（TEL　32-0377）

公立多良木病院小児科
多良木町　（TEL　42-2560）

◆　休日当番薬局（４月）　◆
月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他
4 4 日 エスエス堂薬局吉井店　　　（TEL　45-6055）

清風薬局サンロード免田店
（TEL　49-9600）

山口薬局
（TEL　42-4123）

4 11 日 水上薬局　　　　　　　　　（TEL　47-8055）
百太郎薬局　　　　　　　　（TEL　28-8123）

4 18 日
山口薬局ピーチ店　　　　　（TEL　42-7712）
おかざき薬局　　　　　　　（TEL　49-2905）
エスエス堂きりん本町薬局　（TEL　45-6330）

4 25 日 犬童薬局　　　　　　　　　（TEL　43-3903）

4 29 祭日
・木

くるみ薬局　　　　　　　　（TEL　49-9630）
多良木いちご薬局　　　　　（TEL　42-6888）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（４月）　◆

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：5日・12日・19日・26日

4月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
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 日 月 火 水 木 金 土
     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30

24 31

23 30

  1日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

  8日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

15日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

22日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

30日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・生活設計に省エネ・温暖化／私達に出来る温暖化防止活動
　平成21年中に水上村内から排出された
ごみは、可燃ごみが256ｔ、燃えないご
みが35ｔ、アルミ缶、スチール缶、新聞
雑誌、ダンボール等のリサイクルごみが
76ｔ、その他１ｔ、合計368ｔで一人当
たり約142kgのごみが排出されたことに
なります。
　左のグラフは、クリーンプラザが稼働
を始め、家庭でのごみ焼却が制限される
ようになった平成15年からの推移を表し
ています。可燃ごみは、自然増加がある
ものの、不燃ごみが減少傾向でリサイク
ルごみが微増しており、ごみの分別が行
われるようになったことがうかがえます。
　皆様の努力により更に分別が進み、
また容器包装が減少し、レジ袋からマ

イバッグ等の利用が進むことによって、ごみの減量化はまだまだ進むことでしょう。
　省エネ、ごみ減量は地域一体としての取り組みが重要です。
　人生の大きな岐路に立つ３月！入学、進学、就職、結婚等この季節を機会にぜひ、省エネ、温暖化防
止、ごみ減量、分別を生活スタイルの中に取り入れていただきますよう、皆様のご協力をお願いします。

●今月の人口●
　男　………1,197 人
　女　………1,344 人
　計　………2,541 人
戸　数………  931 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 22 年２月末現在

４月の行事予定

４月１日㈭	 保育所入園式
４月２日㈮	 消防入退団式
４月６日㈫	 交通安全祈願祭
４月８日㈭	 中学校入学式
４月９日㈮	 小学校入学式

※予定ですので、変更になることがあります。
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　これは、湯山温泉旅館組合の方々が桜祭りに向け飾られ

たものです。

　昔懐かしい、土雛の他に手作りの雛人形も飾られました。

湯山「石倉」に飾られた奇麗な雛人形


